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 今回のゴール 
Flutter を使用して、メモ帳を完成させること
SharedPreferencesを使用した、データ保存の手法を理
解すること

flutter_hooks の使い方をちょっとだけ理解すること

22



1. Zapp! 開発準備

33



Zapp! を開き、
右上の

Get Started >
をタップします

44

https://zapp.run/


Flutter を選択しましょう

55



エディタが開ければOK!
右上の緑の ボタンで実行

66



2. Flutter Hooks

77



Flutter Hooks は、
React の  Hooks の概念を  Flutter に取り入れたライブラ

リ

flutter_hooks を使うことで
StatefulWidget を使わずに状態を管理できる

88



2-1.

Flutter Hooks を導入しよう

99



左側にある  Explorer から
pubspec.yaml を選択して

開きます

1 01 0



31行目付近、以下のようなコードを探して追加する

Flutterでは、dependenciesに
追記していくことで、ライブラリを追加できます

1 11 1



2-2.

試してみよう！

まず、自分のコードから  MyHomePage という
Widget を全部削除しましょう

そして、次のページのコードと差し替えます

1 21 2



1 31 3



2-3.

HookWidget の使い方を確認しよう

1 41 4



StatefulWidget HookWidget

1 51 5



これだけ覚えよう！

状態は  useState( ${状態}  )を使って宣言する
状態の値を取得したい時は、state.value から取得する
更新時に  setState は不要

1 61 6



例

1 71 7



3. SharedPreferences

1 81 8



SharedPreferences は、
ローカルデータを保存するためのライブラリ

キーと値のペア  で保存することができて、
端末を再起動してもデータを保持できる

(アンインストールで消える)

1 91 9



3-1. 導入

pubspec.yamlに以下のように追記しよう！

2 02 0



3-2.

試してみよう！

2 12 1



先ほどと同様に、

MyHomePage  Widget をすべて削除し、

次のコードと差し替えてください

2 22 2



2 32 3



2 42 4



4. 開発の見通しを立てる

2 52 5



ここから、実際に開発へ進んでいきます

実装を始める前に、

画面構成やファイル構成などを

ざっくり考えておくと進めやすいです

2 62 6



4-1. 画面構成

今回は、以下のような画面構成で実装します

2 72 7



1. メモ一覧画
面

アプリのトップ画面

保存されているメモの

1行目をリストで表示する

2. メモ詳細画
面

メモをタップした時に

表示されるモーダル

メモの内容を表示する

3. メモ追加画
面

メモを追加するための画面

リスト画面右下の

追加ボタンを押すと開く

メモを作成・保存する

2 82 8



4-2. ファイル構成

Zapp! でも複数ファイルを作成することができるので、
以下のようなファイル構成で作成します

2 92 9



画面構成で決めた画面のWidgetは、 screens/  に

models/  は一旦気にしなくてOK

3 03 0



5. 開発編
ということで、早速開発していきましょう！

3 13 1



5-1. メモ追加画面を作成しよう！

メモの追加ができないと、

一覧や内容の表示ができないので、

まずは、メモを追加する画面を作成します

3 23 2



最終的にはこのような

ファイル構成になります

まずは、

models/memo.dart
screens/memo_add_screen.dart

を作成します！

3 33 3



5-1-1. フォルダ作成

まずは、Zapp!で  lib/  以下に、

models  と  screens  という

フォルダを作成してみましょう

3 43 4



lib  の横にある、3つのアイコンの

真ん中が新規ファイル、

右が新規フォルダです

今回は、

新規フォルダ(右)のボタンから、
models  と  screens  を

作成しましょう！

3 53 5



5-1-2. memo.dart  作成

3 63 6



models  に新規ファイルで、 memo.dart  を作成し、

以下のコードを貼り付けてください

これは、contentにメモの内容を持つ、クラスです
previewから、最初の1行だけ取得できるようにしています

3 73 7



5-1-3. MemoAddScreen  を作成しよう

同様に、 screens/  に、

memo_add_screen.dart  ファイルを作成し、

次のスライドのコードを貼り付けましょう！

3 83 8



3 93 9



main.dartを編集して、
MemoAddScreenを表示できるようにします

4 04 0



中身のWidgetについて解説(口頭)

4 14 1



5-2. メモ一覧画面を作成しよう！

今度は、 screens/  に

memo_list_screen.dart  を作成します

4 24 2



4 34 3



main.dart  を編集して、

今度は、リスト画面が表示できるようにします

4 44 4



中身のWidgetについて解説(口頭)

State として、メモ一覧を持っていることを確認する

4 54 5



5-3. メモ詳細モーダルを作成する

コピペ祭り最後です！  screens/  に

memo_detail_modal.dart  を作成します

4 64 6



4 74 7



中身のWidgetについて解説(口頭)

4 84 8



6. 実践編

4 94 9



6-1. メモを追加できるようにしよう！

ここからは、

MemoAddScreenでメモを保存できるようにします！

5 05 0



6-2. 追加したメモをstateにも

反映できるようにしよう

作成したメモを

SharedPreferencesだけでなく、MemoListScreenの
useState  にも反映できるようにしましょう！

5 15 1



6-2. 起動時に保存してあるメモを

stateに反映しよう

ここでは、アプリの起動時に、

SharedPreferencesに保存されているメモを
useState  に反映させます

5 25 2



6-4. メモの全文をモーダルで

表示できるようにしよう！

5 35 3


